「けやき通り（川口市道幹線第５９号線）」に別紙１

押しボタン式信号機の設置を求める署名

呼びかけ人代表
戸塚地区連合町会長　　　新井　雅夫
戸塚中学校ＰＴＡ会長　　稲垣　隆之
　
私たちが暮らす戸塚地区は区画整理事業も進み、戸建て住宅やマンションの建設が盛んに行われていることから、住民の増加とともに「けやき通り（川口市道幹線第５９号線）」を通行する歩行者や自転車が著しく増加しております。
　「けやき通り」は、戸塚地区の主要道路であり、平成２９年７月に東京まで開通したことから、近年では自動車等の交通量も著しく増加しております。また、信号から信号までの距離が離れていることもあり、反対側の施設やバス停等に向かう歩行者にとって非常に不便な状況となっており、危険な横断も散見されております。
　加えて、川口市立戸塚中学校では、今年度当初より、遠方から通う生徒の自転車通学が許可されたことから、通学時間には、生徒の乗った自転車が「けやき通り」を走行する姿が多数見られるようになってきました。近隣には、県立川口東高校もあり、同校の生徒の乗る自転車も多く通行しています。
「けやき通り」の歩道内は、歩行者が通行する区分と自転車が通行する区分に分かれていますが、自転車通行帯を自転車同士が対向しすれ違うには狭く、大変危険を伴います。さらに、通行区分を守らない自転車が歩行者の通行区分を走行することもあり、歩行者及び自転車の両者が危険な状況も頻繁に見受けられます。
こうしたことから、横断する歩行者の安全の確保と利便性の向上を図るとともに、自転車通学の生徒が左側通行の交通ルールを順守するために道路を横断できるよう、「けやき通り」と川口市道戸塚第４６６号線が交わる丁字路に押しボタン式信号機を設置することを埼玉県知事及び埼玉県警本部長に対し要望するため地域の皆さんに署名のご協力をお願いいたします。
「けやき通り」に押しボタン式信号機の設置を求める署名別紙２


	氏　　　　名
	住　　　　　　　　　　　　所

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


※　皆様からいただいた署名につきましては、個人情報として厳重に管理するとともに、この署名の目的とする要望活動及びこれに関する連絡や報告のみに使用するものとし、それ以外の目的には使用いたしません。
